
～不妊治療を受ける方と職場で支える上司、同僚の皆さんのために～

　働きながら不妊治療を受ける方は増加傾向にあると考えられますが、厚生労働省が

行った調査によると、不妊治療と仕事との両立ができず11％の方が離職しています。
　不妊治療と仕事との両立を困難にしている要因としては、通院にかかる時間が読め

ないことや医師から告げられた通院日に外せない仕事が入るなど仕事との日程調整の

難しさ、精神面での負担の大きさ等が挙げられていますが、企業や働いている人たち

も、そもそも不妊や不妊治療についての認識があまりないために、企業内の支援制度

の導入や利用が進まないことも考えられます。

　このため、このハンドブックでは、職場内で不妊治療への理解を深めていただくた

めに、不妊治療の内容や職場での配慮のポイントなどをご紹介します。
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